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目版であった。回答のあった 12，009名(回答率57.9%)のうち、 20歳以上 60歳未満で解析項目に欠損値の
ない 9，369名が解析対象とされた。
著者は、このデータを用い、生活習慣と SOCの関連性を明らかにするため、生活習慣の有無による SOC
得点の比較およびSOC得点を目的変数とした多変量解析を行い、検討した。
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-縦断調査 l
著者は、調査同意の得られた食品製造業工場において、縦断調査を実施した。 2005年3月に第 l回調査、
2011年3月に第2回調査を行い、再調査において解析項目に共に欠損のなし瓦 130名を有効解析対象者とした口
いずれの調査においても、調査項自とした基本属性のほか、運動習慣の有無、 socを調査したc 第l回調
査時と第2回調査時の運動習演の有無により、 4群(運動習慣維持群、運動習環喪失群、運動習慣獲得群、
運動習慣なし群)に分けそれぞれの群でのsocの変化について比較し、運動習慣の変化とsoc得点の変化
について検討した。
-縦断調査2
著者は、調査同意の得られた国内 2事業場じおいて、縦断研究を実施した。ウォーキングキャンベーン)
を実施し、その開始前後に質問紙を用いて調査を行った。調査に同意の得られた 134名を対象とし、解析対
象は両調査において解析項目に共に欠損のない 65名とした。いずれの調査においても課査項目として基本
属性とsocを調査したほか、開始時の調査においては運動習慣の有無などの参加背景を質問し、勧奨活動
の前後におけるsoc得点の変化について検討した。
(結果)
1.首尾一貫感覚と生活習慣の関連
横断調査においては、良好な生活習慣を実施している者とそうでない者の単純比較においてsoc得点に
有意差が認められ、生活習慣とsocの跨に祷連性があることが示唆された。 socを従属変数、生活習慣な
どを独立変数とした多変量解析においては、 socとの関連が最も大きい生活習慣として「栄養バランスを考
えた食事をしている」、次に関連の大きいものとして「定期的な運動をしている」が得られ、生活習慣のな
かでもその撞類により socとの関連の大きさに違いがみられた。
2.運動習慣と首尾一貫感覚の変化
縦断調査1においては、運動習慣を獲得した者および運動習慣を維持した者においてはsoc得点が上昇し、
一方で運動習慣を喪失した者および運動習慣のない者ではsoc得点が低下するという結果が得られた。本
結果から、運動習慣の獲得および維持という人生経験はsocの強化と関連があり、逆に運動習慣の喪失お
よび無獲得という経験はsocの弱化と関連がある可能性が示唆された。一方、縦断調査2においては、ウォー
キングキャンベーンの前後において明らかなsocの変化は見られなかった。
(考察)
著者は、横断研究によって明らかになった生活習慣とsocの関連性から、食事の栄養バランスおよび定
期的運動習慣は、socを形成する要因ともなりうるものであること、また、縦断研究の結果から明らかになっ
た、運動習慣の維持および獲得とsocの強化との関連から、良好な生活習慣の維持・獲得がsocの向上に
つながる可能性が示唆されたと考察している。
また、本研究の限界として、横断研究では、生活習慣とsocとの因果関係を論じることができないこと、
縦断研究 iにおいても、因果関係について言及できるだけの詳細な検討ができていないこと、運動習慣以外
の要因に関する情報が得られていないこと、さらに、有意な結果が得られなかった縦断研究2では、観察期
間が十分でなかったこと、対象の背景因子に関する情報が得られていないことなどがあげられている。
以上の結果から、著者は、本研究により、良好な生活習慣とsocに関連性があることが示されたこと、
特に食事の栄養バランス、運動習慣と socの関連性が大きい可能性が示されたこと、定期的運動習慣の獲
得がsocの向上につながる可能性が示されたと結論し、本研究は、わが国の疾病一次予妨対策の向上に、
健康生成論とsocという新たなパラダイムから寄与しうるものと位霊づけている。
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審査の結果の要旨
fどのような人が健康な生活を送れるのかJという健康生成論において注目されるsocを生活習慣により
強化しうるか否かという、予防医学上きわめて重要な課題に取り組んだ研究である。横断研究では、十分な
サンプルサイズが確保され、生活習'慣とsocとの関連を示す興味深い知見が述べられている。一方、縦断
研究は、生活習慣とsocの因果関係を示す目的で施行された重要かつ野心的な研究である。縦断研究は、
十分な研究期間やサンプルサイズを確保することができず、予備的な成果にとどまっている点が残念である
が、学位論文においては、それらの限界も正しく考察され、将来の研究課題も示されている。これらの成果
に基づき、今後、長期間にわたる前向き研究により、著者の仮説が検証されることを期待する。
平成 23年12月28日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
745 
